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大
宰
府
ア
カ
デ
ミ
䤀 

第
８
講 

䣓
筑
紫
万
葉
の
世
界
䣔
令
和
五
年
十
一
月
十
五
日 

 
 

Ⅰ 

筑 
紫 
万 

葉
䥹
筑
紫
歌
壇
䥺 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
    

 
 

月 

野 

文 

子 

☆
筑
紫
䥹
つ
く
し
／
ち
く
し
䥺 

○
䣓
筑
前
䣔
䣓
筑
後
䣔 

䣕
和
名
類
従
抄
䣖
郡
名
に
は
音
仮
名
で
読
み
を
記
す
が
䣍
国
名
に
は
読
み
仮
名
無
し
䣎 

○
䣕
万
葉
集
䣖
で
は
䣓
筑
紫
䣔
漢
字
二
字
の
表
記
が
多
い
䣎 

○
音
仮
名
表
記
は
䣓
豆
久
志
䣔
䥹
四
三
四
〇
䥺
䣍 

䣓
都
久
志
䣔
䥹
四
三
七
二
・
四
四
二
八
䥺
䣍 

䣓
都
久
之
䣔
䥹
四
三
五
九
・
四
三
七
四
・
四
四
一
九
・
四
四
二
二
䥺
䣍 

䣓
都
久
紫
䣔
䥹
八
六
六
䥺
䣍 

䣓
盡
之
山
䣔
䥹
三
三
三
三
䥺 

 

全
て
䣓
つ
く
し
䣔
と
発
音 

？ 

○
䣕
隋
書
䣖
倭
国
伝 

→

䣓
竹
斯
国
䣔
䥹
䥾
筑
紫
国
䥺 

 
 

 
 

䥹
䥾
竹
良
䥺 

○
䣕
続
日
本
紀
䣖
天
平
宝
字
七
年
正
月
壬
子
䣓
従
五
位
上
小
野
朝
臣
都
久
良
為
左
中
弁
䣔 

 

☆
神
亀
か
ら
天
平
に
か
け
て
北
部
九
州
で
作
ら
れ
た
作
品
䥹
歌
は
約
３
２
０
首
䥺 

○
䣓
筑
紫
で
詠
ま
れ
た
歌
䣔
に
限
定
す
る→

約
３
２
０
首 

○
䣓
筑
紫
䣔
を
詠
ん
だ
歌
も
含
め
る
か
䥹
作
者
は
都
䥺 

○
筑
紫
と
畿
内
を
往
復
す
る
䣓
旅
の
途
中
䣔
で
詠
ん
だ
歌
の
扱
い
は
？ 

大
伴
坂
上
郎
女
思
筑
紫
大
城
山
歌
一
首 

Ａ 

今
も
か
も 

大
城
の
山
に 

霍
公
鳥 

鳴
き
と
よ
む
ら
む 

わ
れ
無
け
れ
ど
も
䥹
巻
八
・
一
四
七
四
䥺 

和
松
浦
仙
媛
歌
一
首 

Ｂ 

君
を
待
つ 

松
浦
の
浦
の 

乙
女
ら
は 

常
世
の
国
の 

天
乙
女
か
も
䥹
巻
五
・
八
六
五
䥺 

柿
本
人
朝
臣
麻
呂
下
筑
紫
国
時
海
路
作
歌 

Ｃ 

大
君
の 

遠
の
朝
廷
と 

あ
り
通
ふ 

島
門
を
見
れ
ば 

神
代
し
思
ほ
ゆ
䥹
巻
三
・
三
〇
四
䥺 

 

☆
大
伴
旅
人
と
山
上
憶
良
が
中
心 

→
 

二
人
の
共
通
点
は
䣓
漢
文
体
の
作
品
䣔 

○
歌
と
漢
文
体
作
品
の
結
合―

そ
の
背
後
に
あ
る
も
の 

○
同
じ
時
期
に
大
伴
旅
人
と
山
上
憶
良
が
同
じ
場
所
に
居
合
わ
せ
た
の
は
偶
然
か 

 

Ⅱ 

外
交
と
漢
詩
文
制
作
の
関
係 

 

『
懐
風
藻
』→

編
纂
と
序
文
は
天
平
勝
宝
三
年
䥹
七
五
一
䥺 

収
載
さ
れ
る
作
品
は
七
世
紀
後
半
䦅
天
平
初
め
頃
ま
で 

序
文
は
我
国
の
文
学
活
動
が
成
立
す
る
ま
で
の
展
開
を
朝
鮮
半
島
と
の
関
係
を
絡
め
て
説
く
䣎 

天
孫
が
日
向
に
降
臨
し
䣍
神
武
天
皇
が
東
征
し
て
橿
原
に
建
都
す
る
時
代
ま
で
は
䣓
人
文
未
だ
お
こ

ら
ず
䣔
で
あ
䣬
た
䣎
そ
の
後
䣍
神
功
皇
后
の
征
韓
と
応
神
天
皇
の
時
代
に
至
り
䣍
百
済
・
高
麗
の
入

朝
に
よ
䣬
て
䣍
漢
字
・
典
籍
が
伝
わ
り
䣍
人
々
は
孔
子
の
学
問
に
向
か
う
よ
う
に
な
䣬
た
䣎
そ
の
漢

字
に
よ
る
学
問
と
思
想
を
受
け
て
䣍
聖
徳
太
子
の
時
代
に
な
る
と
礼
・
儀
に
沿
䣬
て
制
度
を
定
め
る
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が
䣍
䣓
未
だ
篇
章
に
い
と
ま
あ
ら
ず
䣔
と
䣍
文
学
活
動
と
い
う
に
は
至
ら
な
か
䣬
た
こ
と
を
述
べ

る
䣎
こ
れ
が
①
の
段
落
で
あ
る
䣎
注
目
し
た
い
の
は
䣍
②
の
段
落
の
傍
線
部
で
あ
る
䣎 

『
懐
風
藻
』
序
文 

① 

逖
聽
前
修
䣍
遐
觀
載
籍
䣎
襲
山
降
蹕
之
世
䣍
橿
原
建
邦
之
時
䣍
天
造
艸
創
䣍
人
文
未
作
䣎
至
於
神

妃
征
坎
䣍
品
帝
乘
乾
䣎
百
濟
入
朝
䣍
啟
於
龍
編
於
馬
廄
䣎
高
麗
上
表
䣍
圖
烏
冊
於
鳥
文
䣎
王
仁
始

導
蒙
於
輕
島
䣍
辰
爾
終
敷
教
於
譯
田
䣎
遂
使
俗
漸
洙
泗
之
風
䣍
人
趨
齊
魯
之
學
䣎
逮
乎
聖
德
太

子
䣍
設
爵
分
官
䣍
肇
制
禮
義
䣍
然
而
專
崇
釋
教
䣍
未
遑
篇
章
䣎 

② 

及
至
淡
海
先
帝
之
受
命
也
䣍
恢
開
帝
業
䣍
弘
闡
皇
猷
䣍
道
格
乾
坤
䣍
功
光
宇
宙
䣎
既
而
以
為
䣍
調

風
化
俗
䣍
莫
尚
於
文
䣍
潤
德
光
身
䣍
孰
先
於
學
䣎
爰
則
建
庠
序
䣍
徵
茂
才
䣍
定
五
禮
䣍
興
百
度
䣍

憲
章
法
則
䣎
規
模
弘
遠
䣍
夐
古
以
來
䣍
未
之
有
也
䣎
於
是
三
階
平
煥
䣍
四
海
殷
昌
䣎
旒
纊
無
為
䣍

巖
廊
多
暇
䣎
旋
招
文
學
之
士
䣍
時
開
置
醴
之
遊
䣎
當
此
之
際
䣍
宸
瀚
垂
文
䣍
賢
臣
獻
頌
䣎
雕
章
麗

筆
䣍
非
唯
百
篇
䣎
但
時
經
亂
離
䣍
悉
從
煨
燼
䣎
言
念
湮
滅
䣍
軫
悼
傷
懷
䣎 

③ 

自
茲
以
降
䣍
詞
人
閒
出
䣍
龍
潛
王
子
䣍
翔
雲
鶴
於
風
筆
䣎
鳳
翥
天
皇
䣍
泛
月
舟
於
霧
渚
䣎
神
納
言

之
悲
白
鬢
䣍
藤
太
政
之
詠
玄
造
䣍
騰
茂
實
於
前
朝
䣍
飛
英
聲
於
後
代
䣎
余
以
薄
官
餘
閒
䣍
遊
心
文

囿
䣎
閲
古
人
之
遺
跡
想
風
月
之
舊
遊
䣎
雖
音
塵
眇
焉
䣍
而
餘
翰
斯
在
䣎
撫
芳
題
而
遙
憶
䣍
不
覺
淚

之
泫
然
䣎
攀
縟
藻
而
遐
尋
䥻
惜
風
聲
之
空
墜
䣎 

④ 

遂
乃
收
魯
壁
之
餘
磊
䥻
綜
秦
灰
之
逸
文
䣎
遠
自
淡
海
䣎
云
暨
平
都
䣍
凡
一
百
二
十
篇
䣍
敕
成
一

卷
䣎
作
者
六
十
四
人
䣍
具
題
姓
名
并
顯
爵
里
䣍
冠
于
篇
首
䣎
余
撰
此
文
意
者
䣍
為
將
不
忘
先
哲
遺

風
䣎
故
以
懷
風
名
之
云
爾
䣎
于
時
天
平
勝
宝
三
年
䣍
歳
在
辛
卯
冬
十
一
月
也
䣎 

 

傍
線
部
意
訳 

も
と
よ
り
天
皇
は
䣍
民
人
を
教
化
す
方
法
と
し
て
は
䣓
文
䣔
を
超
え
る
も
の
は
な

く
䣍
徳
が
内
か
ら
滲
み
出
る
よ
う
に
す
る
に
は
䣓
学
䣔
に
勝
る
も
の
は
な
い
と
考
え
て
お
り
䣍 

 
 

学
校
を
建
て
て
人
材
を
育
成
し
䣍
礼
儀
や
法
制
度
を
定
め
た
の
で
あ
る
䣎…

…
䣎 

そ
の
結
果
䣍
世
の
中
は
良
く
治
ま
䣬
て
繁
栄
し
䣍
官
僚
は
仕
事
が
無
く
て
暇
に
な
䣬
た
䣎 

そ
こ
で
天
皇
は
文
学
の
才
子
を
招
い
て
宴
を
開
い
た
䣎
そ
の
席
で
䣍
天
皇
が
詩
を
作
䣬
て 

示
す
と
䣍
賢
臣
た
ち
は
天
皇
を
頌
え
る
詩
を
詠
ん
で
献
上
し
た
の
で
あ
る
䣎 

 

白
村
江
の
敗
戦
後
䣍
北
部
九
州
の
軍
事
拠
点
の
防
備
を
固
め
近
江
へ
遷
都
䣎
そ
の
一
方
で
䣍
税
収
と
兵

力
の
把
握
の
た
め
に
戸
籍
制
度
を
整
え
国
力
増
強
を
図
䣬
た
䣎
さ
ら
に
海
外
と
の
争
い
を
さ
け
る
た
め

に
新
羅
と
の
外
交
を
再
開
し
䣍
遣
唐
使
を
派
遣
し
た
䣎
文
治
を
標
榜
す
る
こ
と
に
よ
䣬
て
国
内
の
安
定

を
示
そ
う
と
し
た
と
み
え
䣍
そ
の
安
定
と
平
和
を
象
徴
す
る
の
が
䣍
䣕
懐
風
藻
䣖
序
文
の
い
う
君
臣
唱
和

の
詩
宴
だ
䣬
た
と
思
わ
れ
る
䣎
見
方
を
少
し
変
え
れ
ば
䣍
詩
宴
は
政
治
の
安
定
と
文
化
水
準
の
高
さ
を

䣓
蕃
客
䣔
示
す
パ
フ
䣸
䤀
マ
ン
ス
で
も
あ
䣬
た
䣎 

 

応
詔
詩
・
侍
宴
詩 

元
日
応
詔 

 
 

藤
原
不
比
等 

正
朝
観
万
国 

 

元
日
臨
兆
民 

 
 

正
朝
に
万
国
を
観
て
䣍
元
日
に
兆
民
に
臨
む 

斉
政
敷
玄
造 

 

撫
機
御
紫
宸 

 
 

政
を
斉
へ
て
玄
造
を
敷
き
䣍
機
を
撫
し
て
紫
宸
に
御
す 

年
華
已
非
故 

 

淑
気
亦
惟
新 

 
 

年
華
は
已
に
故
に
は
非
ず
䣍
淑
気
も
亦
新
な
り 
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新
雲
秀
五
彩 

 

麗
景
耀
三
春 

 
 

新
雲
五
彩
に
秀
で
麗
景
は
三
春
に
耀
く 

済
済
周
行
士 

 

穆
穆
我
朝
人 

 
 

済
済
た
り
周
行
の
士
䣍
穆
穆
我
が
朝
の
人 

感
徳
遊
天
沢 

 

飲
和
惟
聖
塵 

 
 

徳
に
感
じ
て
天
沢
に
遊
び
䣍
和
を
飲
ん
で
聖
塵
を
惟
う 

 
 

 

初
春
侍
宴 

 
 

大
伴
旅
人 

寛
政
情
既
遠 

 
迪
古
道
惟
新      

寛
政
の
情
䣍
既
に
遠
く 

迪
古
の
道
の
惟
に
新
し 

穆
穆
四
門
客 

 
済
済
三
徳
人      

穆
穆
た
る
四
門
の
客 

済
済
た
る
三
徳
の
人 

梅
雪
乱
残
岸 

 

煙
霞
接
早
春      

梅
雪 

残
岸
に
乱
れ 

煙
霞 

早
春
に
接
す 

共
遊
聖
主
沢 

 

同
賀
撃
壌
仁      

共
に
遊
ぶ
聖
主
の
沢 

同
に
賀
す
撃
壌
の
仁 

 

長
屋
王
邸
の
䣓
宴
新
羅
使
䣔
詩―
䣕
懐
風
藻
䣖
に
十
首
䥹
い
ず
れ
も
秋
䥺 

数
字
は
岩
波
大
系
本
の
作
品
番
号 

※
□
囲
み
の
番
号
は
䣓
序
文
䣔
を
も
つ 

Ａ
䣓
初
秋
於
長
屋
王
宅
宴
新
羅
客
䣔…
６
２ 

Ｂ
䣓
秋
日
於
長
屋
王
宅
宴
新
羅
客
䣔
①…

５
２
䥹
探
韻
な
し
䥺 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
                              

②…

６
０
・
６
３
・
６
５
・
７
１
・
７
７
・
７
９
・
８
６ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｃ
䣓
於
宝
宅
宴
新
羅
客
䣔…

６
８
䥹
秋
・
探
韻
あ
り
䥺 

 
 

 
 

 
 

 
 

䥹
探
韻
あ
り
䥺 

 

養
老
三
年 

○
五
月
乙
未
䥹
七
日
䥺
新
羅
朝
貢
使
級
湌
金
長
言
等
四
十
人
来
朝
䣎 

○
閏
七
月
癸
亥
䥹
七
日
䥺
新
羅
使
人
等
献
調
物
幷
騾
馬
牡
牝
各
一
匹
献
䣎 

○ 

〃 

丁
卯
䥹
十
一
日
䥺
賜
宴
金
長
言
断
等
䣍
国
王
及
金
長
言
等
賜
禄
各
有
差
䣎 

 
 

 
 

 

䥹
こ
の
日
に
白
猪
史
広
成
を
遣
新
羅
使
に
任
ず
䥺 

○ 

〃 

癸
酉
䥹
十
七
日
䥺
金
長
言
等
還
蕃
䣎 

養
老
七
年 

○
八
月
庚
子
䥹
八
日
䥺
新
羅
使
韓
奈
麻
金
貞
宿
副
使
韓
奈
麻
昔
楊
等
来
貢
䣎 

○ 

〃 

辛
丑
䥹
九
日
䥺
宴
金
貞
宿
等
於
朝
堂
䣍
賜
射
幷
奏
諸
方
楽
䣎 

○ 

〃 

丁
巳
䥹
二
十
五
日
䥺
新
羅
使
帰
蕃
䣎 

神
亀
三
年 

○
五
月
辛
丑
䥹
二
十
四
日
䥺
新
羅
使
薩
湌
金
造
近
等
来
朝
䣎 

○
六
月
辛
亥
䥹
五
日
䥺
天
皇
臨
軒
新
羅
使
貢
調
物
䣎 

○ 

〃 

壬
子 (

六
日
䥺
饗
金
造
近
等
於
朝
堂
賜
禄
有
差
䣎 

○
七
月
戊
子
䥹
十
三
日
䥺
金
奏
勲
等
帰
国
䣎
賜
璽
書
曰…

䥹
以
下
略
䥺
䣎 

 

 

Ⅲ 

大
宰
府
の
役
割
と
外
交
の
家
柄 

 

☆
䣓
梅
花
宴
䣔
主
要
人
物 

〇
大
伴
旅
人
䥹
大
宰
帥
䥺
隼
人
討
伐
の
将
軍
の
経
験
䣎
懐
風
藻
に
詩
一
首
䣎
父
安
麻
呂
も
大
宰
帥
䣎 

一
族
に
渡
海
䥹
半
島
戦
䥺
経
験
者
が
い
る
䣎 

〇
紀
男
人
䥹
大
宰
大
弐
䥺
懐
風
藻
に
詩
三
首
䣎
父
麻
呂
䣍
叔
父
古
麻
呂
も
懐
風
藻
に
詩
䣎 

弟
の
麻
路
は
天
平
勝
宝
四
年
に
大
宰
帥
䣎
従
兄
弟
の
飯
麻
呂
は
天
平
勝
宝
五
年
に
大
弐
䣎 

〇
小
野
老
䥹
大
宰
少
弐→

大
弐
䥺
遣
隋
使
小
野
妹
子
の
曽
孫
䣎
父
・
叔
父
は
遣
新
羅
使
䣎 
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弟
は
遣
新
羅
使
と
遣
渤
海
使
䣎
天
平
九
年
六
月
䣍
大
宰
大
弐
の
ま
ま
卒
䣎 

〇
粟
田
大
夫
䥹
大
宰
少
弐→

大
弐
䥺
粟
田
真
人
䥹
留
学
経
験
／
筑
紫
大
宰
／
遣
唐
使
䥺
の
血
縁
䣎 

〇
山
上
憶
良
䥹
筑
前
守
䥺
渡
唐
経
験
䥹
遣
唐
録
事
䥺 

〇
葛
井
大
夫
䥹
筑
後
守
䥺
大
成
䣎
葛
井
広
成(

広
成
は
遣
新
羅
使
䣎
懐
風
藻
に
詩
二
首)

䣎
の
血
縁
䣎 

帰
化
系
の
白
猪
史
氏
が
養
老
四
年
五
月
に
䣓
葛
井
䣔
姓
を
賜
る
䣎 

〇
張
氏
福
子
䥹
薬
師
䥺
大
陸
も
し
く
は
半
島
か
ら
の
渡
来
者
䣎 

 

☆
䣕
懐
風
藻
䣖
作
者
六
十
四
名
䣎(

そ
の
う
ち
一
首
の
み
の
採
録
が
三
十
二
名) 

太
宰
府
官
僚
で
あ
䣬
た
こ
と
が
明
ら
か
な
者
８
名 

○
巨
勢
多
益
須
䥹
二
首
䥺
大
弐
䥹
和
銅
三
年
三
月
䥺
従
四
位
上 

○
荊
助
仁
䥹
一
首
䥺
少
典
䥹
大
宝
年
間
の
頃
䥺 

○
石
川
石
足
䥹
一
首
䥺
大
弐
䥹
養
老
五
年
六
月
䥺
息
子
石
川
年
足
と
豊
成
が
大
宰
帥
に
䣎 

○
安
倍
首
名
䥹
一
首
䥺
少
弐
䥹
慶
雲
三
年
䥺 

○
大
伴
旅
人
䥹
一
首
䥺
帥
䥹
神
亀
五
年
春
以
前
䥺
父
安
麻
呂
も
大
宰
帥 

○
紀
男
人
䥹
三
首
䥺
大
弐
䥹
天
平
初
め
䥺
大
弐
兼
任
の
ま
ま
で
右
大
弁 

○
藤
原
宇
合
䥹
六
首
䥺
帥
䥹
天
平
四
年
䥺
西
海
道
節
度
使
に
任
じ
ら
れ
大
宰
帥
も
兼
ね
る
䣎 

○
麻
田
陽
春
䥹
一
首
䥺
大
典
䥹
天
平
二
年
䥺 

  

䣕
律
令
䣖
職
員
令 

※
第
五
講
義
資
料
䥹
八
月
十
六
日 

佐
藤
氏
資
料 
３
頁
䥺
参
照 

 

☆
䥹
大
宰
府
䥺
帥
䣍
掌
る
こ
と…

…

䥹
国
司
と
同
じ
内
容
䥺…

…
…

蕃
客
䣍
帰
化
䣍
饗
讌
の
事
䣎 

○
白
村
江
戦(

唐
と
新
羅)  

 

討
伐 

→

䥹
大
敗
䥺→

 

防
衛 

→

外
交 

当
初
は
優
先
順
位
が
低
か
䣬
た
䣓
蕃
客
䣍
帰
化
䣍
饗
讌
䣔
が
次
第
に
重
要
に
䣎 

 

特
定
の
家
柄
䥹
氏
族
で
は
な
く
家
䥺
に
䣓
外
交
䣔
が
集
中
䥹―

は
親
子
関
係
䣍
横
並
び
は
兄
弟
䥺 

 

○
大
伴
安
麻
呂
䥹
大
弐
䥺―

旅
人
䥹
大
弐
䥺―

家
持
䥹
少
弐
䥺 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
贄
䥹
少
弐
䥺 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

竹
良―

滋
野
䥹
遣
唐
判
官
䥺 

○
小
野
妹
子―

毛
人―

毛
野
䥹
遣
新
羅
使
・
大
弐
䥺―

老
(
大
弐
䥺―

石
根
䥹
遣
唐
副
使
䥺 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

馬
養
䥹
遣
新
羅
使
䥺 

 
 

 

田
守
䥹
少
弐
・
遣
新
羅
使
遣
渤
海
使
䥺 

○
石
川
石
足
䥹
大
弐
䥺―

年
足
䥹
帥
䥺―

名
足
䥹
大
弐
䥺―

真
守
䥹
大
弐
䥺 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

豊
成
䥹
帥
䥺 
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○
多
治
比
眞
人
池
守
䥹
帥
䥺
・
縣
守
䥹
遣
唐
押
使
䥺
・
広
成
䥹
遣
唐
大
使
䥺 

 
 

○
紀
朝
臣
麻
呂
䥹
帥
䥺
・
男
人
䥹
大
弐
䥺
・
飯
麻
呂
䥹
大
弐
䥺 

 

☆
理
由
を
推
測→
前
例
を
確
認
す
る
た
め
の
資
料
の
存
在   

・
関
係
文
書
の
写
し
・
私
的
記
録
䥹
日
記
䥺
・
外
交
用
語
・
作
文
用
例
集
な
ど 

・
口
伝
な
ど
儀
礼
に
関
す
る
知
識
䥹
挨
拶
／
饗
讌
の
段
取
り
／
席
次
䥺 

→

平
安
時
代
の
䣕
西
宮
記
䣖
䣕
北
山
抄
䣖
䥹
有
職
故
実
書
䥺
の
如
き
も
の
の
存
在
を
想
定
し
た
い
䣎 

䣕
北
山
抄
䣖
䣓
花
の
宴
䣔 

 
 

清
涼
殿
東
又
廂
北
第
二
間
䣍
立
御
倚
子
置
物
御
机
等
䣍
供
御
硯
䥹
天
徳
二
年
十
月
額
北
間
䣍
康
保

四
年
第
三
間
云
々
䥺
北
階
南
簀
子
䣍
敷
菅
円
座
䣍
王
卿
座
䣎
桜
樹
下
設
文
人
座
䥹
西
面
北
上
䥺
䣎
庭

中
当
御
前
立
文
台
䣍
呉
竹
坤
角
設
楽
所
座
䣍
御
殿
砌
下
給
侍
臣
絃
歌
者
座
䥹
延
長
四
年
天
暦
四
年

例
如
之
䣍
是
賞
桜
花
也
䣍
天
暦
三
年
同
十
年
䣍
撤
昼
御
座
供
大
床
子
置
物
机
等
孫
廂
敷
王
卿
座
䣍

…

䥹
略
䥺…

次
賜
紙
筆
䥹
殿
上
人
賜
王
卿
䣍
蔵
人
所
賜
文
人
䥺
䣍
次
依
仰
召
第
一
儒
士
䣍
令
献
題
䣎 

 

Ⅳ 

大
伴
旅
人
の
作
品 

 

甲 

大
伴
淡
等
謹
状 

 

梧
桐
日
本
琴
一
面 

對
馬
結
石
山
孫
枝 

此
琴
夢
化
娘
子
曰 

余
託
根
遥
嶋
之
崇
巒 

晞
幹
九
陽
之
休
光 

長
帶
烟
霞
逍
遥
山
川
之
阿 

遠
望
風
波

出
入
鴈
木
之
間 

唯
恐 

百
年
之
後
空
朽
溝
壑 

偶
遭
良
匠 

剒
為
小
琴 

不
顧
質
麁
音
少 

恒
希
君
子
左

琴 

即
歌
曰 

 

い
か
な
ら
む 

日
の
時
に
か
も 

音
知
ら
む 

人
の
膝
の
上 

我
が
枕
か
む(

巻
五
・
八
一
〇)

 

僕
報
詩
詠
曰 

 

言
と
は
ぬ 

木
に
は
あ
り
と
も 

う
る
は
し
き 

君
が
手
馴
れ
の 

琴
に
し
あ
る
べ
し(

巻
五
・
八
一
一)

 

琴
娘
子
答
曰 

 

敬
奉
徳
音 

幸
甚
々
々 

片
時
覺 

即
感
於
夢
言 

慨
然
不
得
止
黙 

故
附
公
使
聊
以
進
御
耳 

 
 

 
 

 

天
平
元
年
十
月
七
日
附
使
進
上 

謹
通 

中
衛
高
明
閤
下
䥹
藤
原
房
前
䥺
謹
空 

此
の
琴
䣍
夢
に
娘
子
に
化
し
て
曰
く 

余
䣍
根
を
遥
嶋
の
崇
巒
に
託
し
䣍
幹
を
九
陽
の
休
光

に
晞
し
䣍
長
く
烟
霞
を
帯
び
て
山
川
の
阿
を
逍
遙
し
䣍 

遠
く
風
波
を
望
み
鴈
木
の
間
に
出

入
す
䣎
唯
恐
る
ら
く
は
百
年
の
後
に
空
し
く
溝
壑
に
朽
ち
む
こ
と
を
䣎 

偶
に
良
匠
に
遭
ひ

て 

剒
ら
れ
て
小
琴
と
為
る
䣎 

質
麁
く
音
少
き
を
顧
み
ず
䣍
恒
に
君
子
の
左
琴
た
ら
む
こ
と

を
希
ふ
䣎 

䥹
歌
の
遣
り
取
り
省
略
䥺 

 

琴
の
娘
子
答
へ
て
曰
く
䣍
䣓
敬
ん
で
徳
音
を
奉
ず
䣍
幸
甚
幸
甚
々
䣔
と
䣎
片
時
に
し
て
覚

め
䣍
即
ち
夢
の
言
に
感
じ
て 

慨
然
と
し
て
止
黙
す
る
を
得
ず
䣎 

故
に
公
使
に
附
し
て
聊
か

以
て
進
御
す
る
の
み
䣎 
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乙 
梅
花
歌
卅
二
首
并
序 

 

 

天
平
二
年
正
月
十
三
日 

萃
于
帥
老
之
宅 

申
宴
會
也 

于
時 

初
春
令
月 

氣
淑
風
和 

梅
披
鏡
前
之
粉 

蘭
薫
珮
後
之
香 
加
以 

曙
嶺
移
雲 

松
掛
羅
而
傾
盖 

夕
岫
結
霧 

鳥
封
縠
而
迷
林 

庭
舞
新
蝶 

空
歸
故
鴈 

於
是
盖
天
坐
地 
促
膝
飛
觴 

忘
言
一
室
之
裏 

開
衿
煙
霞
之
外 

淡
然
自
放 

快
然
自
足 

若
非
翰
苑 

何
以

攄
情 

請
紀
落
梅
之
篇 
古
今
夫
何
異
矣 

宜
賦
園
梅
聊
成
短
詠 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

䥹
歌 

三
十
二
首 

省
略
䥺 

天
平
二
年
正
月
十
三
日 
帥
老
の
宅
に
萃
ま
り
て
宴
會
を
申
ぶ
䣎
時
に
初
春
の
令
月
䣍
氣
淑
く
風

和
ら
ぐ
䣎
梅
は
鏡
前
の
粉
を
披
き
䣍 

蘭
は
珮
後
の
香
を
薫
ら
す
䣎
し
か
の
み
な
ら
ず
䣍
曙
の
嶺

は
雲
を
移
し
䣍
松
は
羅
を
掛
け
て
盖
を
傾
け
䣍
夕
の
岫
は
霧
を
結
ん
で 

鳥
は
縠
に
封
じ
ら
れ
て

林
に
迷
ふ
䣎
庭
は
新
蝶
を
舞
は
せ
䣍
空
は
故
鴈
を
帰
す
䣎
こ
こ
に
天
を
盖
と
し
䣍
地
を
坐
と
し
て

膝
を
促
し
觴
を
飛
ば
す
䣎 

言
を
一
室
裏
に
忘
れ
䣍
衿
を
煙
霞
の
外
に
開
く
䣎
淡
然
と
し
て
自
ら

放
た
れ
䣍
快
然
と
し
て
自
ら
足
る
䣎
若
し
翰
苑
に
あ
ら
ざ
れ
ば
䣍
何
を
以
て
か
情
を
攄
べ
む
䣎
詩

に
落
梅
の
篇
を
紀
す
䣍
古
今
夫
れ
何
ぞ
異
な
ら
む
䣎 

宜
し
く
園
梅
を
賦
し
て
聊
か
短
詠
を
成
す

べ
し
䣎 

 

丙 

遊
於
松
浦
河
序 

 

余
以
暫
徃
松
浦
之
縣
逍
遥 

聊
臨
玉
嶋
之
潭
遊
覧 

忽
値
釣
魚
女
子
等
也 

花
容
無
雙 

光
儀
無
匹 

開
柳
葉

於
眉
中 

發
桃
花
於
頬
上 

意
氣
凌
雲 

風
流
絶
世 

僕
問
曰 

誰
郷
誰
家
兒
等 

若
疑
神
仙
者
乎 

娘
等
皆
咲

答
曰 

兒
等
者
漁
夫
之
舎
兒 

草
菴
之
微
者 

無
郷
無
家 

何
足
稱
云 

唯
性
便
水 

復
心
樂
山 

或
臨
洛
浦
而

徒
羨
玉
魚 

乍
臥
巫
峡
以
空
望
烟
霞 

今
以
邂
逅
相
遇
貴
客 

不
勝
感
應
輙
陳
欵
曲 

而
今
而
後
豈
可
非
偕

老
哉 

下
官
對
曰 

唯
々 

敬
奉
芳
命 

于
時
日
落
山
西 

驪
馬
将
去 

遂
申
懐
抱 
因
贈
詠
歌
曰 

 

余
䣍
暫
く
松
浦
の
県
に
往
き
て
逍
遥
し
䣍
聊
か
玉
嶋
の
潭
に
臨
み
て
遊
覧
す
䣎
忽
ち
魚
を
釣
る
女

子
等
に
値
ふ
䣎
花
容
雙
び
な
く
䣍
光
儀
匹
な
し
䣎
柳
葉
を
眉
の
中
に
開
き
䣍
桃
花
を
頬
の
上
に
発

く
䣎
意
氣
は
雲
を
凌
ぎ
䣍 

風
流
世
に
絶
う
䣎
僕
問
ひ
て
曰
く
䣓
誰
が
郷
の
誰
が
家
の
兒
ら
そ
䣎

け
だ
し
神
仙
な
ら
む
か
䣔
と
䣎
娘
等
皆
笑
み
て
答
へ
て
曰
く
䣓
兒
等
は
漁
夫
の
舎
の
兒
䣍
草
の
菴

の
微
し
き
者
な
り
䣎
郷
も
な
く
家
も
な
し
䣎
何
そ
称
へ
云
ふ
に
足
ら
む
䣎
た
だ
䣍
性
は
水
に
便

ひ
䣍
ま
た
心
は
山
を
樂
し
む
䣎
或
ひ
は
洛
浦
に
臨
み
て
徒
に
玉
魚
を
羨
み
䣍
或
ひ
は
巫
峡
に
臥
し

て
空
し
く
烟
霞
を
望
む
䣎
今
以
て
邂
逅
し
て
貴
客
に
相
遇
ひ
ぬ
䣎
感
應
に
勝
へ
ず
䣍
輙
ち
欵
曲
を

陳
ぶ
䣎
今
よ
り
後
䣍
豈
に
偕
老
に
あ
ら
ざ
る
べ
け
む
や
䣔
と
䣎
下
官
對
へ
て
曰
く
䣓
唯
々
䣎
敬
み

て
芳
命
を
奉
は
る
䣔
と
䣎
時
に
䣍
日
は
山
の
西
に
落
ち
䣍
驪
馬
去
な
む
と
す
䣎
遂
に
懐
抱
を
申

べ
䣍
因
り
て
詠
歌
を
贈
り
て
曰
く 

 

ア
あ
さ
り
す
る 

漁
夫
の
子
ど
も
と 

人
は
言
へ
ど 

見
る
に
知
ら
え
ぬ 

う
ま
ひ
と
の
子
と 

(

八
五
三)

 

 
 

 
 

答
詩
曰 

イ 

玉
島
の 

こ
の
川
上
に 

家
は
あ
れ
ど 

君
を
や
さ
し
み 

顕
は
さ
ず
あ
り
き 

(

八
五
四)

 

蓬
客
等
更
贈
歌
三
首 

 

ウ 

松
浦
川 

川
の
瀬
光
り 

鮎
釣
る
と 

立
た
せ
る
妹
が 

裳
の
裾
濡
れ
ぬ 

 
(

八
五
五)

 

エ 

松
浦
な
る 

玉
島
川
に 

鮎
釣
る
と 

立
た
せ
る
児
ら
が 

家
道
知
ら
ず
も 

(

八
五
六)

 

オ 

遠
つ
人 

松
浦
の
川
に 

若
鮎
釣
る 

妹
が
手
本
を 

我
こ
そ
ま
か
め 

 
 
 

(

八
五
七)

 

  
 

娘
等
更
報
歌
三
首 
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カ 
若
鮎
釣
る 

松
浦
の
川
の 

川
な
み
の 

な
み
に
し
思
は
ば 

我
れ
恋
ひ
め
や
も 

(

八
五
八)

 
キ 
春
さ
れ
ば 

我
家
の
里
の 

川
門
に
は 

鮎
子
さ
走
る 

君
待
ち
が
て
に 

 
(

八
五
九)

 

ク 

松
浦
川 

七
瀬
の
淀
は 

淀
む
と
も 

我
は
淀
ま
ず 

君
を
し
待
た
む 

 
 
 
(

八
六
〇)

 

 
 

 
 

後
人
追
和
之
詩
三
首 

帥
老 

ケ 

松
浦
川 
川
の
瀬
速
み 

紅
の 

裳
の
裾
濡
れ
て 

鮎
か
釣
る
ら
む 

 
 

 
(

八
六
一)

 

コ 

人
皆
の 

見
ら
む
松
浦
の 

玉
島
を 

見
ず
て
や
我
は 

恋
ひ
つ
つ
居
ら
む 

 
(

八
六
二)

 

サ 

松
浦
川 

玉
島
の
浦
に 

若
鮎
釣
る 

妹
ら
を
見
ら
む 

人
の
と
も
し
さ 

 
 

(

八
六
三)

 

甲…

藤
原
房
前
に
贈
䣬
た
䣓
日
本
琴
䣔
に
添
え
た
書
簡
中
の
物
語
䥹
琴
䥾
旅
人
自
身
で
も
あ
る
䥺  

嵆
康
の
䣓
琴
賦
䣔
を
想
起
さ
せ
䣍
さ
ら
に
䣓
知
音
䣔
の
故
事
を
埋
め
込
む
䣎 

䣓
竹
林
の
七
賢
人
䣔
䣓
詠
懐
詩
䣔
な
ど
話
題
の
種
は
多
い
䣎→

楽
器
の
話
題
へ
も  

乙…

梅
花
宴
の
序
文
は
䣓
蘭
亭
集
序
䣔
を
想
起
さ
せ
る
䣎
䣓
帰
田
賦
䣔
の
語
句
も
利
用
䣎 

丙…

䣓
遊
松
浦
河
䣔
䥹
序
䥺
唐
代
小
説
䣕
遊
仙
窟
䣖
の
構
造
を
借
り
て
神
宮
皇
后
伝
説
に
基
づ
く
行
事

を
物
語
化
䣎
䣓
洛
神
賦
䣔
䣓
高
唐
賦
䣔
を
思
わ
せ
る
語
句
䣍
さ
ら
に
は
䣕
論
語
䣖
雍
也
篇
の
䣓
知

者
楽
水
䣍
仁
者
楽
山
䣔
ま
で
鏤
め
て
格
調
を
高
め
る
工
夫
䣎 

 ☆
い
ず
れ
も
話
題
性
に
富
む
䣎
歌
を
切
り
離
し
て
も
可
䥹
乙
丁
は
歌
を
漢
訳
し
て
も
可
䥺 

享
受
者
の
反
応
を
想
定―

敢
え
て
基
づ
く
作
品
の
イ
メ
䤀
ジ
を
残
す
手
法
䥹
原
典
の
活
用
䥺 

☆
大
宰
府
で
は
唐
客
・
蕃
客
の
滞
在
中
の
無
聊
を
慰
め
る
手
段
を
考
え
る
必
要
が
あ
る 

 

→

琴
棋
書
画 

文
学
交
流 

酒
宴 

歌
舞…

 

䥹
自
由
外
出
は
不
可→

防
衛
上
の
問
題
䥺 

滞
在
中
も
し
く
は
送
別
䥹
帰
国
䥺
時
に
詩
を
詠
む
䣓
場
䣔
を
想
定
し
て
お
く
の
が
基
本
䣎 

大
伴
旅
人
は
帰
京
後
も
同
じ
よ
う
な
立
場
に
置
か
れ
る
可
能
性
が
高
か
䣬
た
䣎 

  

Ⅴ 

外
交
使
節
団
䥹
唐
・
新
羅
・
渤
海
䥺
の
滞
在
期
間
䥹
䣕
続
日
本
紀
䣖
に
よ
る
䥺 

 

慶
雲
二
年
䥹
七
〇
五
䥺 

○
十
月
丙
子
䥹
三
十
日
䥺
新
羅
貢
調
使
来
献 

○
十
一
月
己
丑
䥹
十
三
日
䥺
徴
発
諸
国
騎
兵
䣍
為
迎
新
羅
使
也 

以
正
五
位
上
紀
朝
臣
古
麻
呂
䣍
為
騎
兵
大
将
軍 

○
十
二
月
癸
酉
䥹
二
十
七
日
䥺
新
羅
使
等
入
京 

○
正
月
丙
子
朔
䥹
一
日
䥺
天
皇
御
大
極
殿
䣍
受
朝
䣎
新
羅
使
等
在
列
䣎 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

朝
廷
儀
衛
䣍
有
異
於
常 

○ 

〃 

己
卯
䥹
四
日
䥺
新
羅
使
貢
調
䣎 

○ 

〃 

壬
午
䥹
七
日
䥺
饗
新
羅
使
等
于
朝
堂
䣎
奏
諸
方
楽
于
庭
䣎
叙
位
賜
禄
各
有
差
䣎 

○ 

〃 

丁
亥
䥹
十
二
日
䥺
新
羅
使
等
還
蕃
䣎
賜
其
王
勅
書 

  

和
銅
七
年
䥹
七
一
四
䥺 

○
十
一
月
乙
未
䥹
十
一
日
䥺
新
羅
国
朝
貢
䣎
差
発
畿
内
七
道
騎
兵
合
九
百
九
十
䣍 

為
擬
入
朝
儀
衛
也
・ 

○ 

〃 

己
亥
䥹
十
五
日
䥺
遣
使
迎
新
羅
使
於
筑
紫
䣎 
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○
十
二
月
己
卯
䥹
二
十
六
日
䥺
新
羅
使
入
京
䣎
率
騎
兵
一
百
七
十
䣍
迎
於
三
橋
䣎 

○
正
月
甲
申
朔 

天
皇
御
大
極
殿
受
朝
䣍
皇
太
子
始
加
礼
服
拝
朝
䣎 

○ 
〃 
己
亥
䥹
十
六
日
䥺
宴
百
寮
主
典
以
上
幷
新
羅
使
䣎 

○ 

〃 
庚
子
䥹
十
七
日
䥺
賜
大
射
于
南
闈
䣍
新
羅
使
亦
在
射
列
䣎 

○
三
月
甲
辰
䥹
二
十
三
日
䥺
還
蕃
䣍
勅
大
宰
府
賜
綿
五
千
四
百
五
十
斤
船
一
艘
䣎 

天
平
四
年
䥹
七
三
二
䥺 

○
正
月
丙
寅
䥹
二
十
二
日
䥺
新
羅
使
来
朝
䣎 

 

○
三
月
戊
申
䥹
五
日
䥺
召
新
羅
使
韓
奈
麻
金
長
孫
等
於
大
宰
府
䣎 

○
五
月
壬
寅
䥹
十
一
日
䥺
新
羅
使
金
長
孫
等
四
十
人
入
京
䣎 

○ 

〃 

庚
申
䥹
十
九
日
䥺
金
長
孫
等
拝
朝
䣍
進
種
々
財
物
幷…

䥹
略
䥺…

䣎
仍
奏
請
来
朝
年
期
䣎 

○ 

〃 

壬
戌
䥹
二
十
一
日
䥺
饗
金
長
孫
等
於
朝
堂
䣎
詔
許
来
朝
期
以
三
年
一
度
䣎…

…

賜
禄
䣎 

○
六
月
丁
酉
䥹
二
十
六
日
䥺
新
羅
使
還
蕃
䣎 

 唐
客
・
蕃
客
と
の
詩
詠 

ア
天
平
宝
字
三
年
䥹
七
五
九
䥺 

・
正
月
戊
辰
朔 

御
大
極
殿
受
朝 

文
武
百
官
及
高
麗
蕃
客
等
各
依
儀
拝
賀
䣎 

・
庚
午
䥹
三
日
䥺
帝
臨
軒
䣍
高
麗
使
揚
承
慶
等
貢
方
物
䣎…

䥹
以
下
略
䥺
䣎 

・
乙
酉
䥹
十
八
日
䥺
帝
臨
軒
䣍
授
高
麗
大
使
揚
承
慶
正
三
位
副
使
揚
泰
師
従
三
位…

䥹
略
䥺 

・
甲
午
䥹
二
十
七
日
䥺
藤
原
恵
美
押
勝
宴
蕃
客
於
田
村
第
䣎
勅
賜
内
裏
女
楽
幷
綿
一
万
屯
䣎 

当
代
文
士
賦
詩
送
別
䣍
副
使
揚
泰
師
作
詩
和
之
䣎 

イ 

阿
倍
仲
麻
呂
が
遣
唐
使
藤
原
清
河
ら
と
帰
国
の
際
䥹
七
五
三
䥺
䣍
王
維
ら
が
送
別
詩 

ウ 

天
安
二
年
䥹
八
五
八
䥺
大
宰
府
で
唐
客
ら
が
円
珍
に
送
別
詩
を
贈
る 

䣓
唐
人
送
別
詩
幷
尺
牘
䣔
䥹
国
宝
䥺 

エ 

僧
円
載 

承
和
五
年
䥹
八
三
八
䥺
入
唐
䣎
唐
の
乾
符
四
年
䣍
帰
国
に
際
し
て
䣍 

陸
亀
蒙
䣍
皮
日
休
䣍
顔
萱
ら
が
送
別
の
使
を
贈
る
䥹
䣕
全
唐
詩
䣖
䥺
但
し
円
載
は
水
難
事
故
死
䣎 

オ
元
慶
年
間
に
は
渤
海
使
と
菅
原
道
真
・
島
田
忠
臣
ら
が
共
に
詩
を
詠
ん
で
い
る 

䣓
夏
夜
対
渤
海
客
䣍
同
賦
月
華
臨
静
夜
詩
䣔
䥹
句
題
詩
䥺
な
ど
䣎 

 

Ⅵ 

大
伴
旅
人
の
新
し
さ 

☆
漢
文
学
世
界
の
䣓
序
文
＋
詩
䣔
の
䣓
序
文
䣔
を
切
り
離
し
て
䣓
歌
䣔
と
結
合
さ
せ
た
こ
と
䣎 

☆
䣓
序
文
䣔
を
独
立
さ
せ
て
利
用
す
る
と
い
う
認
識
を
持
䣬
て
い
た
こ
と 

→

䣓
蘭
亭
集
序
䣔
王
羲
之
の
友
人
や
身
内
が
集
ま
䣬
て
詩
を
賦
し
た
際
に
年
長
者
で
あ
る
王
羲
之

が
序
文
を
書
い
た
䣎
し
か
し
䣍
こ
の
時
の
多
く
の
詩
は
殆
ど
顧
み
ら
れ
ず
䣍
王
羲
之
の
序
文

だ
け
が
独
り
歩
き
し
て
お
り
䣍
唐
の
太
宗
が
気
に
入
り
模
刻
䣎→

拓
本
で
流
布 

☆
漢
詩
の
䣓
追
和
䣔
と
い
う
概
念
を
䣓
歌
䣔
に
取
り
入
れ
た
䣎 

 

国
際
化
時
代
は
語
学
力
が
基
礎 

○
䣓
学
令
䣔 

凡
学
生
先
読
経
文
䣍
通
熟
然
後
講
義 

○
䣓
職
員
令
䣔
音
博
士
二
人
䣍
掌
教
音 

 
 

 
 

 
 

大
学
頭
一
人
䣍
掌
簡
試
学
生
及
釈
奠 

→
 

令
義
解
䣓…

学
令
云
䣍
学
生
先
読
経
文
䣍

通
熟
然
後
講
義
䣎
今
依
此
文
䣍 

明
経
生 

必
先
就
音
博
士 

読
五
経
音 

然
後
講
義
䣔 
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○
天
平
宝
字
五
年
正
月
乙
未
䥹
九
日
䥺
令
美
濃
武
蔵
二
国
少
年
毎
国
二
十
人
習
新
羅
語
䣎 

○
中
国
語
は
留
学
生
・
留
学
僧→

還
俗
し
て
官
人
に
な
る
こ
と
も
䣎 

○
䣕
日
本
紀
略
䣖
延
暦
十
一
年
辛
丑
勅 

明
経
徒
不
可
習
呉
音 

発
声
誦
読
既
訛
謬
䣍
習
熟
漢
音
䣎 

 

※
大
伴
家
に
は
新
羅
の
尼
理
願
が
長
年
居
住
し
て
い
た
䥹
䣓
七
年
乙
亥
大
伴
坂
上
郎
女
悲
嘆
尼
理
願

死
去
作
歌
䣔
巻
三
・
四
六
〇
と
四
六
一
䥺 

䣗 

参 

考 

䣘 
 

銜
命
還
國
作 

朝
衡 

(
阿
倍
仲
麻
呂)

 

銜
命
將
辭
國
䣎
非
才
忝
侍
臣
䣎
天
中
戀
明
主
䣎
海
外
憶
慈
親
䣎
伏
奏
違
金
闕
䣎
騑
驂
去
玉
津
䣎 

蓬
萊
郷
路
遠
䣎
若
木
故
園
林
䣎
西
望
懷
恩
日
䣎
東
歸
感
義
辰
䣎
平
生
一
寶
劍
䣎
留
贈
結
交
人
䣎 

 

送
秘
書
晁
監
還
日
本
國 

王
維 

 

積
水
不
可
極
䣎
安
知
滄
海
東
䣎
九
州
何
處
遠
䣎
萬
里
若
乘
空
䣎
向
國
唯
看
日
䣎
歸
帆
但
信
風
䣎 

鰲
身
映
天
黑
䣎
魚
眼
射
波
紅
䣎
郷
樹
扶
桑
外
䣎
主
人
孤
島
中
䣎
別
離
方
異
域
䣎
音
信
若
為
通
䣎 

 

送
圓
載
上
人
歸
日
本
國 

皮
日
休 

 
 

講
殿
談
餘
著
賜
衣
䣎
椰
帆
卻
返
舊
禪
扉
䣎
貝
多
紙
上
經
文
動
䣎
如
意
缾
中
佛
爪
飛
䣎 

颶
母
影
邊
持
戒
宿
䣎
皮
神
宮
裏
受
齋
歸
䣎
家
山
到
日
將
何
入
䣎
白
象
新
秋
十
二
圍
䣎 

 

重
送 

皮
日
休 

 

雲
濤
萬
里
最
東
頭
䣎
射
馬
臺
深
玉
署
秋
䣎
無
限
屬
城
為
裸
國
䣎
幾
多
分
界
是
亶
州
䣎 

取
經
海
底
開
龍
藏
䣎
誦
咒
空
中
散
蜃
樓
䣎
不
奈
此
時
貪
且
病
䣎
乘
桴
直
欲
伴
師
遊
䣎 

 

和
襲
美
重
送
圓
載
上
人
歸
日
本
國 

陸
龜
蒙 

 

老
思
東
極
舊
巖
扉
䣎
卻
待
秋
風
泛
舶
歸
䣎
曉
梵
陽
烏
當
石
磐
䣎
夜
禪
陰
火
照
田
衣
䣎 

見
翻
經
論
多
盈
篋
䣎
親
植
杉
松
大
幾
圍
䣎
遙
想
到
時
思
魏
闕
䣎
只
應
遙
拜
望
斜
暉
䣎 

 

蘭
亭
集
序 

䥹
晋 

三
五
三
年
䥺 

王
羲
之 
 

 
 

 
 

   

※
䣕
文
選
䣖
に
は
収
載
さ
れ
ず  

 
 

永
和
九
年
歳
在
癸
丑
䣎
暮
春
之
初
䣍
會
于
會
稽
山
陰
之
蘭
亭
䣍
脩
禊
事
也
䣎
群
賢
畢
至
䣍
少
長
咸
集
䣎

此
地
有
崇
山
峻
領
茂
林
脩
竹
䣍
又
有
清
流
激
湍
䣍
暎
帶
左
右
䣎
引
以
爲
流
觴
曲
水
䣎
列
坐
其
次
䣎
雖
無

絲
竹
管
弦
之
盛
䣍
一
觴
一
詠
亦
足
以
暢
叙
幽
情
䣎 

是
日
也
䣍
天
朗
氣
淸
䣍
惠
風
和
暢
䣎
仰
觀
宇
宙
之
大
䣍
俯
察
品
類
之
盛
䣎
所
以
遊
目
騁
懷
䣍
足
以
極
視

聽
之
娯
䣎
信
可
樂
也
䣎
夫
人
之
相
與
俯
仰
一
世
䣍
或
取
諸
懷
抱
䣍
悟
言
一
室
之
内
䣍
或
因
寄
所
託
放
浪

形
骸
之
外
䣎
雖
趣
舎
萬
殊
靜
躁
不
同
䣍
當
其
欣
於
所
遇
䣍
蹔
得
於
己
䣍
怏
然
自
足
不
知
老
之
將
至
䣎
及

其
所
之
既
惓
䣍
情
隨
事
遷
䣍
感
慨
係
之
矣
䣎
向
之
所
欣
䣍
俛
仰
之
閒
䣍
以
爲
陳
迹
䣎
猶
不
能
不
以
之
興

懷
䣎
況
脩
短
隨
化
終
期
於
盡
䣎
古
人
云
䣍
死
生
亦
大
矣
䣎
豈
不
痛
哉
䣎
毎
攬
昔
人
興
感
之
由
䣍
若
合
一

契
䣎
未
甞
不
臨
文
嗟
悼
䣎
不
能
喩
之
於
懷
䣎
固
知
一
死
生
爲
虚
誕
䣍
齊
彭
殤
爲
妄
作
䣎
後
之
視
今
亦
由
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今
之
視
昔
䣎
悲
夫
䣎
故
列
叙
時
人
䣍
録
其
所
述
䣍
雖
世
殊
事
異
䣎
所
以
興
懷
其
致
一
也
䣎
後
之
攬
者
䣍

亦
將
有
感
於
斯
文
䣎 

 

典
論  

魏
文
帝 
曹
丕  

䥹
䣕
文
選
䣖
巻
五
十
二
䥺 

…

蓋
文
章
䣍
經
國
之
大
業
䣍
不
朽
之
盛
事
䣎
年
壽
有
時
而
盡
䣍
榮
樂
止
乎
其
身
䣍
二
者
必
至
之
常
期
䣍

未
若
文
章
之
無
窮
䣎
是
以
古
之
作
者
䣍
寄
身
於
翰
墨
䥻
見
意
於
篇
籍
䣍
不
假
良
史
之
辭
䣍
不
託
飛
馳
之

勢
䣍
而
聲
名
自
傳
於
後
䣎
故
西
伯
幽
而
演
易
䣍
周
旦
顯
而
制
禮
䣍
不
以
隱
約
而
弗
務
䣍
不
以
康
樂
而
加

思
䣎…

 

歴
代
叏
大
宰
帥
咁 

初
期
叐
名
称
厮
異
友
召
咂 

筑
紫
大
宰
帥
协
帥
協
率
卐 

蘇
我
日
向 

大
化
五
年
䥹
六
四
九
䥺
五
月 

阿
倍
比
羅
夫 

斉
明
朝
䥹
六
五
五
年
以
降
䥺→

蝦
夷
討
伐
䥹
水
軍
䥺
・
白
村
江
戦 

筑
紫
率
协
率
協
帥
卐 

 

※
六
六
一
年
か
ら
百
済
救
援
の
為
に
西
征
卛
六
六
三
年
白
村
江
で
大
敗 

栗
隈
王 

天
智
七
年
䥹
六
六
八
䥺
七
月 

蘇
我
赤
兄 

天
智
八
年
䥹
六
六
九
䥺
二
月 

栗
隈
王 

天
智
十
年
䥹
六
七
一
䥺
六
月 

筑
紫
大
宰 

屋
垣
王 

天
武
五
年
䥹
六
七
六
䥺
九
月
同
年
十
月
他
所
へ
配
流 

多
治
比
島 

天
武
十
一
年
䥹
六
八
二
䥺
四
月 

粟
田
真
人 

持
統
三
年
䥹
六
八
九
䥺
一
月→

大
宝
年
間
の
遣
唐
執
節
使
䥹
大
使
よ
り
上
䥺 

筑
紫
大
宰
率
䥹
率
協
帥
卐 

河
内
王 

持
統
三
年
䥹
六
八
九
䥺
閏
八
月 

三
野
王 

持
統
八
年
䥹
六
九
四
䥺
九
月 

筑
紫
総
領 

石
上
麻
呂 

文
武
四
年
䥹
七
〇
〇
䥺
十
月 

大
宰
帥 

石
上
麻
呂 

大
宝
二
年
䥹
七
〇
二
䥺
八
月 

正
三
位
䣎 

大
伴
安
麻
呂 

慶
雲
二
年
䥹
七
〇
五
䥺
十
一
月 

従
三
位
䣎
大
納
言
の
ま
ま
兼
任 

粟
田
真
人 

和
銅
元
年
䥹
七
〇
八
䥺
三
月 

従
三
位
䣎 

養
老
三
年
二
月
薨
䣎 

多
治
比
池
守 

霊
亀
元
年
䥹
七
一
五
䥺
五
月 

従
三
位
䣎 

大
伴
旅
人 

神
亀
五
年
䥹
七
二
八
䥺
春
以
前 

正
三
位
䣎
天
平
二
年
大
宰
帥
の
ま
ま
大
納
言 

藤
原
武
智
麻
呂 

天
平
三
年
䥹
七
三
一
䥺
九
月 

正
三
位
䣎
大
納
言
の
ま
ま
兼
任 

藤
原
宇
合 

天
平
九
年
䥹
七
三
七
䥺
以
前
正
三
位
䣎
参
議
式
部
卿
の
ま
ま
兼
任
䣎 

䥹
大
宰
府 

一
時
廃
止
䥺→

大
宰
少
弐
藤
原
広
嗣
䥹
宇
合
の
長
男
䥺
の
乱
後 

橘
諸
兄 

天
平
十
八(

七
四
六)

従
一
位
䣎
左
大
臣
の
ま
ま
兼
任 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

藤
原
乙
麻
呂 

天
平
勝
宝
二
年(

七
五
〇)

十
月 

従
三
位
䣎
䥹
正
五
位
上
少
弐
か
ら
神
意
に
よ
る

抜
擢
䥺 

紀
麻
路 

天
平
勝
宝
四
年(

七
五
二)

九
月 

従
三
位
䣎
中
納
言
の
ま
ま
兼
任 
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石
川
年
足 

天
平
勝
宝
五
年(

七
五
三)

九
月 

従
三
位
䣎
䥹
在
京
？
䥺→

䥹
石
川
石
足
の
息
子
䥺 

同
時
に
紀
朝
臣
飯
麻
呂
を
大
弐
に
任
命
䣎 

天
平
勝
宝
八
年(

七
五
六)

頃
に
吉
備
朝
臣
真
備
が
大
弐
と
し
て
赴
任
し
怡
土
城
を
築
く
䣎 

天
平
宝
字
四
年(

七
六
〇)

舎
人
ら
六
人
を
大
宰
府
に
遣
わ
し
吉
備
真
備
に
兵
法
書
を
習
わ
す
䣎 

 

藤
原
豊
成 
天
平
宝
字
元
年(

七
五
七)

七
月 

員
外
帥
䥹
右
大
臣
か
ら
左
遷
䥺 

船 

王 
 

天
平
宝
字
元
年(

七
五
七)  

正
四
位
下
䣎
䥹
在
京
䥺→

従
三
位→

三
品 

 
 

 
 

 

天
平
宝
字
三
年(

七
五
九)

帥
三
品
親
王
を
香
椎
廟
に
遣
し
新
羅
を
伐
つ
べ
き
を
奏
上
䣎 

 
 

藤
原
真
楯 

天
平
宝
字
四
年(

七
六
〇)

一
月 

従
三
位
䣎 

藤
原
恵
美
真
先 

天
平
宝
字
六
年(

七
六
二) 

藤
原
宿
奈
麻
呂 

天
平
宝
字
八
年(

七
六
四) 

石
川
豊
成 

天
平
神
護
元
年(
七
六
五) →

䥹
石
川
石
足
の
息
子
䥺 

弓
削
御
浄
清
人 

神
護
景
雲
二
年(
七
六
八) 

藤
原
宿
奈
麻
呂 

宝
亀
元
年(

七
七
〇) 

石
上
宅
嗣 

宝
亀
元
年(

七
七
〇)  

→

淡
海
三
船
と
並
び
称
さ
れ
る
文
人
䣎
䥹
父
は
乙
麻
呂
䥺 

藤
原
百
川 

宝
亀
二
年(

七
七
一) →

䥹
藤
原
宇
合
の
八
男
䥺 

藤
原
蔵
下
麻
呂 

宝
亀
二
年(

七
七
一) 

藤
原
魚
名 

宝
亀
八
年
䥹
七
七
七
䥺→

䥹
藤
原
房
前
の
五
男
䥺 

藤
原
浜
成 

天
応
元
年(

七
八
一) 

藤
原
魚
名 

天
応
元
年(

七
八
一
䥺
左
大
臣
兼
任 

藤
原
継
縄 

延
暦
四
年
䥹
七
八
五
䥺→

䥹
藤
原
宇
合
の
孫
䥺 

  


